
2011年社内研修の感想 
 

2011年はプライマリーケアや症例検討に関して 4回の研修が実施されました。 
プライマリーケアに関しては、入門レベルですがとても興味深い内容でした。正確

な情報を伝えるだけではいけないことを学びました。もちろん正確な情報は必須ではあ

りますが、相手の状況を踏まえた服薬指導の大切さを学びました。 
症例検討に関しては、処方箋通りに投薬するだけの時代は終わり、これからは処方

箋から多くの情報を読み取る力が必要であると痛感しました。今までは、調剤薬局では

仕方がないとあきらめていたことが多かったような気がします。これからは 1枚の処方
箋や聞き取りから得られた小さな情報を集めて、大きな投薬指導ができるように勉強を

したいと思います。 
講師および facilitatorの皆様に深く感謝いたします。ありがとうございました。 
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